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敬愛中学校・高等学校 福岡県北九州市にある私立中高一貫校

■ 令和6年度DXハイスクール認定

■ 生徒の端末使用状況

端末：iPad（7G LTEモデル）令和元年から使用開始

デジタル教科書の使用実績

令和2年度より　高等学校：啓林館（Libry）使用開始

令和元年度より. 中学校　：数研出版（エスビューア）使用開始

その他のアプリ使用状況

MetaMoJi Classroom Google for Education

ELST（英語学習アプリ）



デジタル教科書を使用した実感 教師側からの視点

■ 利点
圧倒的に持ち運びが便利（複数冊の教科書・問題集がすべてiPadに）

Libryに関しては、使用感がほぼ紙のようなレスポンス

問題集や参考書などとの連携が秀逸

文字や図の拡大・縮小が可能

学習記録や履歴を見ることができる周辺機能がよい

ヒントや解答・解説の閲覧が容易

デジタルコンテンツへのアクセスが容易（タップでアクセスできる）

生徒の主体的な学び（自由進度学習など）が促進される

→ 数学Ⅱを学習して数学Ⅰの内容を復習することが容易にできる







デジタル教科書を使用した実感 教師側からの視点

■ デメリット
端末の充電問題（充電がなくなると致命的）

目に負担がかかることを気にする生徒もいる

生徒の画面管理はできない（隠れて別の画面を開く生徒もいる）

年度当初のアカウント設定・教材配布設定が大変



デジタル教科書を使用した実感 生徒の声

Q.

60.5%

紙を使用 デジタルを使用 どちらも使用

n=149

全体の60.5%が 
デジタル教科書を使用

それぞれの使用理由

・見やすい 
・机を広く使える 
・持ち運びが便利 
・いつでも、どこでも使える

・ログインが面倒 
・紙の方が使いやすい 
・バッテリーが切れるから 
・鉛筆で書き込みできる

・両方に良さがある 
・解くのは紙、解説はデジタル 
・授業は紙、家はデジタル 
・その日の気分で使い分け




